
1 の

　2011 3 11 日の 日 の発生から 3 が

た 、一 の地域では自宅の 建や事業の 開

が見られるものの、とりわ 住宅に関しては しも

に が でいるとはいい難い。 の
）によれ 、2 14 4 3 日 で、

住宅（ 、 住宅）の建設 戸 戸のう

しているものはわ かに 戸で は 1 2

にとどまっている。 2 を た 2 13 度よ

り、 でもようやく仮設住宅から 住宅への

事業が まったが、そこでは入居者の をとっ

たうえで 抽選による入居者の り分 が行われよ

うとしている。そのため、一 の仮設住宅では、 っ

かく たな 人もできて、 活 への

を じて日常的な 関 を り しつつあるにもか

かわら 、 住宅への入居によってその関 が

切られ、 高齢者が 的 や に する

性が見 られる。こうした を まえて、仮

設住宅にお る高齢者の 関 や 活

の実 と、それを まえて の 住宅への入居の

筋を ることが、これ 上の高齢者の や

を うえで の 題であると考えられる。

2  の と の目

建築計画 においてはこれまで ・ の

仮設 住宅について多くの が され 1）、そ

こでは高齢者の や 的 が仮設・ 住宅

の の 化と関 していることが

されてきた。一方、 日 をめ っては、仮設

住宅入居者の生活実 や住宅事 を らかにした

や 2）、 賃 住宅を り上 た仮設住宅での入居実

や入居 スに関する 3）など、仮設住宅に

ついてもいくつかの が行われてきたが、それらは

い れも 的な実 の にとどまっており、

の仮設住宅から 住宅への 行を見 えた

の には っていない。

　そうした 、 者らは において、

ー ー 高齢者、仮設住宅、 関 、 住宅
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の つの仮設住宅を対 として、 の

の 性の いが仮設住宅にお る高齢者の

関 の 化に きな を えていることを らかに

し、合わ て仮設住宅にお る 活 が高

齢者の 関 の 出に一 の を たしている

性を しておいた 4）。これを まえて、 で

は の つの仮設住宅を対 として、

活 への仮設住 の り みの いを ら

かにするとともに、そうした いが高齢者の

にどのように関 しているのかを らかにする。 い

で、このような 活 への り みの い

が、仮設住宅に居住する高齢者にどのような を

しているのか、また の 住宅に対してどのよ

うな ー や を っているのかを らかにするこ

とを じて、 の 住宅への住み えに た

題を るための 的な 見を たい。

 と調査

　 は、 （ 1） に す

る と の 2 つの仮設住宅を対 とする。 、 仮設住

宅は、共に異なる地域から な 者が入居してお

り、 の地域 がほと ど されて

いないという点で共 している。その 、仮設住宅

の自 発 も に れ、 仮設住宅は入居開 か

ら に からの しによって自 が発

し、 仮設住宅は入居が まってから に同

仮設で支援を行っていた 人からの しにより自

が発 した（ 1）。しかしながら、その の

活 の 開という点で つの仮設住宅は対

的である。 仮設住宅では入居者自 による活 はほ

と ど行われていない一方、 仮設住宅では入居者自

による や 祭りなどの が に開

されており、仮設住宅 での も活発である。

　 ではこのように 活 が な

仮設住宅とそのような活 がみられない 仮設住宅の

2 つの仮設住宅を対 として、 ー （ 2

4）を行い、さらに ーの が られた

3 人に ー を実施した ( 1 )。

　なお、個人 の 上、 仮設住宅の住

性についての が られなかったため、 ー

でえられた世 性（ 4）によれ 、 仮設住宅で

世 に きな いは見られないが、 仮設住宅の

方が 期高齢者の 合が高く、 仮設住宅においては

1　調査 の の

表 1　 の

表 2　 調査の

表 　

表 　 調査の 目

A仮設住宅 N仮設住宅
世帯 308世帯 136世帯

入居 2011年（H23）6 2011年（H23） 5
集会施設の 集会所あり 集会所あり
自治会 足時 2012年（H24） 3 2011年（H23） 9
自治会 足の NPOが自治会設置を す が自治会設置を す
入居者に いて 々な地 から入居 々な地 から入居

現在のコミュニティの
支援者が したイベント

に参加している。

入居者自らサロンや
り・ 会などのイベントを

している。

表 　 調査の

表 　

64 以 の支援をしている人 高齢前
外部の人 高齢

64 以 の支援 けている人
・支援を行うに った ・ 災前 の外出に いて
・どういう支援をしているのか ・ 災前 の交 に いて
・ 営に いて ・ 災前 の 活動に いて
・今 どのような支援を行いたいか ・集会所の利用に いて

インタ ュー

対 者

表 　 調査の 目

表 　
調査 の

表 1 　
調査 の

前
（ 中）

大

大

大

大

仮設住宅

A仮設住宅

500m

・ へ き調査　 調査 が （ っ ）
調査 2 12 2 2

2
　 　1

調査 数

全体
数（ ） 　(22 ) 　( )123戸 (2 8 )

世帯の 数 2 　 2 　 56戸
高齢者世帯の 合 40 0 52 8 45 5

・年齢・ ・同居人 成
以前の住まいの 住んでいた地 ・戸建か か・間取り

支援員に いて 必要かどうか（その 由）・ が必要な点

今 の住まいの
暮らしたい場所・ 入か か（その 由）・希望の間取り・
必要な ・同居 の方

公営住宅の地 交
スペースに いて

そこで取り みたいこと（ 活動・地 活動・多世 交 ・
友人との利用・子育て支援・高齢者支援など）

仮設住宅の集会所に いて
利用 とその 的・そこで出来た友人の ・ 年からの
利用 度の （その 由）

調査 ・ への
調査 2 12 1 1 2

調査 　 　

支援し
ている

支援を
けている

仮設住宅 19 9 10 1 3 23
仮設住宅 13 1 12 1 1 15

高齢者の合
前 高齢者
（65 3 ）

高齢者
（ 4 以 ）

64 以

合

（年齢）

64 4人（1 ）
65 6 4人（1 ）
0 4 5人（22 ）
5 人（31 ）

80 3人（13 ）

( ）
15人（65 ）

女 8人（35 ）
(世帯 成）

居 5人（22 ）
夫 14人（61 ）
同居 4人（1 ）

（年齢）

64 1人（ ）
65 6 3人（20 ）
0 4 0人（0 ）
5 1人（ ）

80 6人（40 ）

( ）
2人（13 ）

女 13人（8 ）
(世帯 成）
居 3人（20 ）

夫 6人（40 ）
同居 6人（40 ）

世帯 成 A仮設 N仮設
世帯 16 10

家族 3 24
大家族 5 11

その他 12 6
不明 0 2
合 0 53

年齢 成 A仮設 N仮設
30 満 1 1
30-50 35 16
60 1 9
0 15 1
80 以 2 8
不明 0 2
合 0 53

表 　　 の世帯 成 成
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世代の 合が高い点は 的である。また、 仮

設住宅は 心 地からはかなり れた に す

る一方、 仮設住宅は 心 地にも 的 い

にある。しかし 仮設とも の不 な高 に す

るため、 での い や 共施設への スはか

なり しく、 に の った高齢者は での が

な れ 出は 難である。

 る

　 では 仮設住宅にお る 活 の実

を らかにする。 に ー より

活 の 点となる の利用 を し、

いで 活 の 的 を らかにする。

1  の

　 に の利用 を 2 に す。 仮設住宅

では「利用していない」が と多く、利用している

人のほと どは高齢者であることがわかる。一方、

仮設住宅では、高齢者 も めて全 的に利用して

おり、その 合も 仮設住宅よりも多い。

　 に を利用する 由を 3 に す。 仮設住

宅ともに「 に している」ことが の

利用の 由として も多いが、この は に 仮設

住宅で である。また、 仮設住宅では「 長

になったので で利用している」が 期高齢者に

も 43 と多い点は 的であり、 期高齢者も 的

に 活 に していることがわかる。

　また、 を利用しない 由を 4 に す。 仮

設住宅の 期高齢者に「 が うように かないので

での活 は難しい」が と多い。また、仮設は「

り合いがいないので行きにくい」が 仮設住宅より多

い点は 的である。一方、 仮設住宅は「 のまま

で している」が 2 と多く、その他には「 り合

いがいないので行きにくい」がまだ見られる。表 11　 で た

.B
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2  の

　2 12 3 から にか て およ 仮設住宅で

行われた な を 11 に した。 仮設住宅で

の は、 や行 による が

に見られ、仮設住宅住 による は 一 の

のみみられる。 は住 からの要 で開かれ、

に 程度の ーが している。 開

かれている だまりの は が行ってお

り高齢者に対する やお の 活 で

ある。 仮設住宅に べると が なく、高齢

者 の がほと どなのが である。

　一方、 仮設住宅では、住 による が 仮

設住宅よりも多い。「 」や「 」といった

行われる ー 活 も まっている。 の 者

は高齢者が多く、 は を作る活 のため、

性が多く 齢 は である。発案者はど らも

住 で、 仮設住宅の にて行われている。

支援者による では、 によるもの

が多い。 仮設住宅の には ー ーも多く

同じ が の を 画しやってくることもあ

る。 仮設住宅の では住 が常に かの活 を

行っているため、いつ行っても かがいる が見ら

れる。そのため人も まりやすく、

も を みやすいため、他の仮設住宅より

も の が 多い にある。

　 の仮設住宅全 にみられる共 点として、

お や 、 、 ー など高齢者 の

が 心に行われていること、 に時 が

する で による は全 に

にあることなどが できる。他の仮設住宅では

にある 、 仮設住宅では の

ー ーも多く、 が 的に行われている。

　一方、 の においては 仮設住宅と

同じく な地域から入居している 仮設住宅である

が、 の は 仮設よりも なく、 が

　 の

地縁
地縁 縁

縁
地縁
地縁 縁

縁
地縁 地縁が 切れたままである

継続
地縁が1度 切れたが 地縁に戻っている
地縁 縁が1度 切れたが 地縁 縁に戻っている

縁が1度 切れたが 縁に戻っている

継続
地縁が 災 も継続している
地縁 縁が 災 も継続している

縁が 災 も継続している

表 12　 の の

行われていない場合は には支援 しかいない

になっている。また、 自 は高齢者 の

ものが多く、 もほ 同じ ーが利用している。

　 のように 仮設住宅においては自 の が

に れたこともあり、 なくとも 2 12 時点では

自 の活 はまだ に っているとは言い難い。

一方、 仮設住宅では自 の 合などの 期的な

まりのほか、意見 やお 、 ー ーなど

の住 が まる や、 や 、 などの

の まりなどが で に行われており、

が 活 の場として していることがわ

かる。また、 支援者による が開 される

場合も、 仮設住宅では仮設住宅の住 が支援 の

入れ を えて、事 に仮設住 に ス

したり、 を配 するなどして、 支援者によ

る をきっか に住 自 が まるような

を作り出していると言える。

調査から た の

　 上のように、 仮設住宅と 仮設住宅はともに

の を しておら 、異なる地域か

ら な人 が まって されている り合い

の であるが、 活 への り

みの は きく異なっていた。このような

活 への り みの いは、高齢者の

にどのような を しているのであろうか。

では 、 仮設住宅の高齢者への ーに

いて、この点について してみたい。

　 では 4）と同 に、対 者の 関 を、

同じ の住 同 など 住 の生活上の や

の関 である「地 」、 や い事、仕事関

などを じて 合う「選 」、家 や などとの

関 に く「 」の 3 つに 分した。さらにそれ

らの がどのようにして（家を行き う、 う場

で う、 をか 合う）、どの程度の 度で行われて

いるかを、 ・避難 ・仮設住宅のそれ れの

時点について き り、その について分 を み

た。分 にあたっては、 の 関 、 たな

関 、支援の の 3 つに した（ ）。 の

関 については、 が していれ 、 、

一 切れても していれ 、 切れた

地 外（
団体）

からの支援

仮設住宅
（集会所）

仮設住宅
（集会所 支援員）

避難所災以前

なし なし

支援員

なし

ボランティア

地縁

縁

地縁

なし

縁

地 ボランティア

たな
交 関係

支援の
タイプ仮設住宅

の住民
による支援

仮設外の
地 住民
による支援

支援員による支援
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ままの場合は とした（ 12）。 たな 関

については、 からの 人と する場合は

、 たな人と する場合は 、 を

して り合った人と する場合は 利用

とした（ 13）。支援の は、 利用、 問、

支援なしの 3つである（ 14）。

1  の の

　 者は、 仮設住宅 1 、 仮設

住宅 の計 2 である。 から避難 を て

仮設住宅へと る 関 の 化を、 2 の の

関 、 たな 関 、支援の に いて分

すると、全 で 23 の推 ー が された (

1 )。 の 関 が している「 」（1

）は 仮設住宅にやや多く（3 人 )、 仮設住宅は

1 であった。一度 切れた を 活さ た「

」( 1 ）は 仮設住宅に多く (4 人）、 仮設住

宅は 3 であった。一方、 が 切れてしまった「

」（1 23）は 仮設住宅で 13 、 仮設住宅は

1 であった。 からの 関 の 化をみると

仮設住宅に が も多く、他の仮設住宅より

に があることが分かる。 仮設住宅には 地

が多く、 地 が たれ仮設住宅 での を開

した人が見られる。 地 との を しようと

する きも見られた。 仮設住宅では、 を利用

して たな 関 を 築した が 仮設

住宅に多くみられる（4 人）ことは、 関 の

築のために が一 の を たしていることを

していると推 される。

　そこで 2）の利用や支援 3）の 問などの

り みが 関 の 築にどのような を たし

ているのか（あるいは たしていないのか）を らか

にするために、 では の「 」と「 」、

そして「 」から支援とのかかわりが にみら

れる を り上 て、どのような において

関 の 化が生じたのかを 的に したい。

表 1 　 の の の の の

支援 の交 相手 交 の増 A N
1 支援なし 継続 1

2
コミュニティ集会
所利用

（住民 ） 継続

1人

3 (支援員) 継続
4 交 増加 1
5 増加 1
6 少 1

3人

7 継続 1
8 交 増加 1
9 継続
10 増加 1
11 継続

1人 2人

12 支援なし 交 少 1

13 （住民 支援員）
（ ）集会所利
用交

増加 1

14 増加
15 継続
16 交 増加

2人

17 支援なし 1

18 集会所利用
（住民
支援員）

1

2人

19 2
増加 1

20 （住民 支援員） 少 1

21 集会所利用
（住民
支援員）

集会所利用 交
6

22
コミュニティ集会
所利用

（住民 ）
コミュニティ集会所利
用 交

2

23
コミュニティ菜
利用

（住民 ）
コミュニティ菜 利用

交
2

災前 の交 関係 支援のタイプ

合

地縁継続

合

集会所利用
(住民
支援員)

集会所利用 交
地縁 縁継続

地縁 縁 継続

交
（住民
支援員）

集会所利用

（住民
支援員）

縁 継続

合

（支援員） 交

集会所利用

地縁

地縁 継続

（支援員）

合

合

の の た

（住民 支援員）

（住民 支援員）

（住民）

（ 支援員）

（支援員）

支援なし 集会所を利用せず、支援者との交 がない

集会所利用

集会所を利用し、仮設住宅 外の住民ボランティアや 、支援員と交 を持ている

集会所を利用し、仮設住宅 外の住民ボランティアや支援員と交 を持ている

集会所を利用し、仮設住宅 外の住民ボランティアと交 を持ている

集会所を利用せず、 や支援員の を けている

集会所を利用せず、支援員の を けている

交
地縁 縁・ 縁 地縁に した縁

がある

（ ）交
地縁 縁・ 縁 地縁に した縁と
地縁・ 縁がある

交 地縁・ 縁がある

（ ）集会所利用交
集会所を利用しており 地縁 縁・ 縁
地縁に した縁と 地縁・ 縁がある

集会所利用 交 集会所を利用しており 地縁・ 縁がある

表 1 　 た の 表 1 　 の
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2  の の

　 では に いて 関 化の ー

を すとともに、そうした 化がどのような に

おいて生じたのかを 的に する。

（1） 　 （ ）

　 （ ） （ ）

　 に、 によりいっ えてしまった の

関 がその に 活し、さらに の利用を

じて たな 関 が 出された「 」の に

ついてみていく。 13 の ー に する 仮設

住宅の 1 人は、 は 地 と があったが、

避難 に り 地 との が えてしまった。仮

設住入居 に 地 の が 開し、さらに支援 の

問や での や に することで

関 が している。その の 1 人、 の 1 人

らし世 の 性である さ は、 は を

しており、日常的に を わすような地 の

を していたが、避難 は に出たため 地 と

の き合いが くなってしまった。 は同じ仮設住

宅に居住している のご さ とおし べりをし

たり、 で行われる に したことで た

に仮設住 と り合い、仮設の日 で 日 人と を

するようになった。 を に利用しており、

の利用を じて 地 との が に行われて

いる。 人た と に行くことが楽しみになって

いると し、 高 出 で 出ができない人に対し

ても自分た でも か できるのではないかと

い、自分た の まりに うようになった。

（2） 　 ( ) （ ）

　 に、上記とは対 的に により の 関

を ってしまい、その も たな 関 を 築でき

ていない「 」の についてみる。 21 に

する 仮設住宅の さ （ 性）は、 か

ら がよくなかったものの、 住 でいた 高

の 住 には にか てくれる人がいたが、仮設

住宅に ってからは仮設 にもほと ど り合いがい

ないため がなくなってしまった。ときおり支援

の 問と仮設住宅の かいの 性が をか てくれる

が、自分から 出して することはなく、 たな

には ついていない。 が不自由で 出が 難な

ため、 なしでは の利用は 難であり、

の に一度の りや を 心とした には

できていない。

　 は 仮設住宅では 13 人と も多く、 仮設

住宅では だった人も高齢者同 での や

活 への などにより 1 を た 、

関 は している。 、 仮設住宅は のように、

の が されていないという

にも関わら 、このような いがみられる。

る の の と

　高齢者の 出・ についての ー

から、 関 の 化の ー とそうした 化が

生じたきっか を らかにした。その 、

にしろ、 にしろ、 、いった は の

関 を ってしまったが、その の 活

への関わり方の いによって、 に いが見

られるようになったことが らかになった。 の

仮設住宅の さ のように、自分で出 る人や

を利用している人の には たな人と り合い

が まっている も見られた。その意 で、とりわ

の が され 地 が な仮

設住宅においては、 などの を利用した仮

設住 自 による 活 が重要になってく

ると考えられる。

 の する の意

　 、 仮設住宅では 活 への住 の り

み方に きな いが見られ、そのことが高齢者の

関 に きな を していることがわかった。

そこで、 ではこうした いが、仮設住宅 の住ま

いに対する高齢者の意 にどのように反 されている

　1 　 （ ）
　 （ ） 　21 　 （ ）　

仮設住宅
（集会所）

仮設住宅
（集会所 支援員）

避難所災以前

地縁

地縁

地縁

支援員

地縁

地縁

なし

地
ボランティア

地 外
ボランティア

地縁

地縁

支援員

仮設住宅2年
（集会所 支援員）

交 の回

仮設
ボランティア

地
ボランティア

地 外
ボランティア

仮設
ボランティア

地
ボランティア

地 外
ボランティア

仮設
ボランティア

仮設住宅
（集会所）

仮設住宅
（集会所 支援員）

避難所災以前

地縁

なし

支援員

なしなし なし

支援員

仮設住宅2年
（集会所 支援員）

交 の回
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のか、 ー の に いて する。

1  する意

　 に仮設住宅 に らす住まいの を た

ところ、「 住宅」が 仮設住宅で 3 、 仮設

住宅で 3 と高い 合を した（ ）。ただし 仮設

住宅の 上については「 」も 1 あり、仮設

の住まいの見 しが てられない人も見られる。

　 に 住宅で らしたい 由についてみ

ると（ ）、 仮設住宅では、 期高齢者は「 な

どの 常時に りに人がいてくれると安心だから」と

える 合が 、 期高齢者は「 しい 人が

合住宅で らすと言っているから」が 22 見ら

れる。 仮設住宅は「戸建てだと ー が えるかど

うか心配だから」が 、「 をとって きな戸建て住

宅は 要ないから」が 2 と多い。

　 に 住宅にも が 要だと うかと

たところ（ 1 ）、 仮設とも 期高齢者に

が「 要である」という が多い。ただし 仮設住

宅では が 要かどうか「分からない」が 2 、「

」も2 見られた。一方、仮設住宅は、 が「

要である」が 期高齢者で 、 期高齢者で に

し、 の 要性が浸 していることがわかる。

　高齢者の一人 らしの場合、 な や 期 事

の の対応が問題となるが、 住宅にも日

の安 ・ の ス が 要であるか

どうか たところ（ 11）、 に 仮設住宅において、

「 いにそう う」と「まあそう う」の 合が一人

らしの高齢者で多く、合計で に した。

　 の反 から、 住宅を建設すれ

それで わりではなく、 しろ 住宅で らす

高齢者をその いかにして支えていくかが重要とな

る。そこで 住宅から える 施設に対して

どのような要 があるのかを てみた（ 12 13）。

12　 の の の
から への
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全 的に多 な要 が見られるが、 仮設住宅では

期高齢者 性で「 のいい人同 で利用できる」が一

人 らしで 、 世 で 1 見られるのに対し、

仮設住宅では 期高齢者 性の一人 らしで「 の

いい人同 で利用できる」が見られ 、 仮設で対

的な が見られた。この点は の 住宅への

行を考えるうえできわめて 的である。仮設住宅

において 活 を じて築かれた 関

は、その の生活においても していくことが め

られており、そうした 関 をいかした ー

スが められていることを しているといえる。

2  2 きの する意

　 、「 ー ス き高齢者住宅」に対する ー が

高まってきているが、こうした 合住宅に 24 時

を とする 多 ー ス 点などを 設す

る きが一 で見られる。 の ー ではこう

した 24時 きの 合住宅に対する要 は し

も高くなかったが、仮設住宅 の住まい方の一つとし

て する は きいと われる。そこで めて 24

時 きの 合住宅に対する意 を てみた。

　ま 「24 時 きの 合住宅で 人と同じ

で らしたいか」（ 14 1 ）と たところ、

仮設住宅の一人 らしは「そう わない」が 3 と

多いが、 仮設住宅はどの世 でも「そう う」

が多い（ 14）。 齢 、性 に しくみると、 仮設

住宅の 期高齢者 性の一人 らしは「そう わない」

と「分からない」のみである（ 1 ）。一方、 仮設

住宅の 期高齢者 性の一人 らしで「そう う」が

と多く見られる（ 1 ）。

　 に「24 時 きの 合住宅で 人と同じ

で らしたい 由」（ 1 1 ）を た。 仮

設の 期高齢者 性の 世 で「生活で っている
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1 　  の 2 きの
で と で ら た か

ことを できるから」が 1 であるが、一人 らし

には見られない（ 1 ）。一方、 仮設住宅の 期高

齢者 性の一人 らしは「 が生活で っているこ

とを してあ たいから」、「 時に つ て

くれるから」、「 なじみの で が られるから」

がそれ れ 33 見られる（ 1 ）。

　このように、24 時 きの 合住宅に対する意
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を ると、仮設住宅での の いが きく し

ていることが推 される。 時住宅に対する要

にも されていたように、 仮設住宅の高齢者にお

いては、仮設住宅で築かれた 関 を にして、

のいい人同 や 人同 、同じ 合住宅や同じ

で らすことで、お いに り い、 合うことが

期 されているのである。仮設住宅での 関 は、

その の住まいにおいても高齢者の生活を支える き

な地域 となりうると考えられる。

 を る

　 の生活を る上で、 や事 などの 事

に に支えてもらうのか、 に すれ よいのか、

という問題は高齢者にとって切実である。その に、

仮設住宅で築かれた 関 はどのような を た

すのか。 ー の に いて したい。

　ま 時に を める を たところ、

仮設住宅の一人 らしにおいては「 人」が 13 と

ないが、 仮設住宅の一人 らしでは、「 人」が 2

と きな 合を めた（ 1 ）。 齢 、性 に し

くみると、 仮設住宅の 期高齢者 性の一人 らし

で「 人」が見られないのに対し（ 2 ）、 仮設住

宅の 期高齢者 性の一人 らしと 世 で「 人」

がそれ れ 4 、1 と多い（ 21）。

　また、 った時に する が であるか た

ところ（ 22）、全 的に高齢者は「支援 」が多い

が 仮設住宅だ 「 人」が多い。 仮設住宅は「家 」

が全 的に多い。 仮設住宅は高齢者に「 人」が多

い がみられた。このように、 時や 難時に

を める として、 に 仮設住宅において「 人」

の 合が高く、 活 を じて られた

関 は、 や事 など 時の ー

の をも っていることがわかる。
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　 と

　 では 活 への り み方が異なる

の つの仮設住宅を り上 て、それ れの

仮設住宅にお る 活 の の いと、

それが仮設住宅に住 高齢者の に す

を らかにするとともに、 住宅を の

住まいに対する 仮設住宅の高齢者の意 や ー の

いを らかにした。

　 の が されておら 、ほと

どの住 が の地 から まっているという点で、

仮設住宅と 仮設住宅は した を するが、

活 への り みという点で 仮設住宅は

きく異なる。 仮設住宅では住 の な

が で行われており、 が

活 の場として している。一方、 仮設住宅では

による は行われるものの、住 によ

る はほと ど見られない。このような いは

に住 の いには されないだろう。 か

に 仮設住宅のほうが 仮設住宅よりも 期高齢者の

合が きいが、 しろ活 の 心的な い は

期高齢者の住 であり、 期高齢者がそこに

する で が行われている。一方、 仮設

住宅ではそのような 心的な を う住 が育って

おら 、自 も 式的な にとどまっている。

　しかしながら 活 の 点となる

について見ると、 仮設においても高齢者が多く利用

しており、 仮設と同 に が高齢者の の場

として している点は重要である。 しろ

活 があまり活発でない 仮設においてこそ

を活用した が ますます重要となるだろう。

　また、このような 活 をきっか とし

た高齢者の 関 の 出が、高齢者の の 化

にとってたいへ 重要であることも らかとなっ

た。「 時や 難時に を める について」で

したように、 活 を じて られた

関 は、 や事 など 時の ー

の をも っていると考えられる。

　この点は、仮設住宅 の住まいに対する仮設高齢者

の意 においても される。 の住まいについて、

仮設ともに 住宅を考える人が多かった

が、 仮設では「 などの 常時に りに人がいて

くれると安心だから」や、「 しい 人が 合

住宅で らすと言っているから」といった が見ら

れた。 仮設においては仮設でできた 人と

住宅でも らし たいという の人が 期高齢者

性に多く見られた。また、 仮設の 期高齢者 性

は 人と共に 24時 の きでの らしを め、そ

の 由は「生活で っていることを できる」、「

が生活で っていることを してあ たい」、

「 時に つ てくれる」、「 なじみの関 の で

が られる」などが多く、仮設住宅にお る

を じて築いた人 関 が、 の生活の安全と安

心を支える となっていることが分かる。

　 は、このような分 を まえて、 まで

に築いてきた 関 を し、あるいは いか

すような で 住宅を めとする たな住まい

に 行していくことが 要であり、またそのための一

人 とりの に応じたきめ やかな支援が め

られると言えよう。

　 にご いただいた 、 仮設住宅の居住されている住
の 、 、 仮設住宅の支援 の 、 の に記して 意
を し上 ます。

） 「 住宅の について」
式 ー ペ ー

1 （2 14 3 日 ）
2） ・ とは、仮設住宅の住 が することを 的で

作られたもので、 や 、 支援などの の開 や、
の自 活 が行われている。

3）仮設住宅支援 とは、仮設住宅住 や地域住 から選 れ、
・ に常 し、仮設住宅の 作りや行 ・

りごとの を行うものである。

1) ほか 2 戸 およ の仮設住宅入居者の
住生活と重要 に関する 1 　つきあいの と問題点
日 建築 2 131 132 1 、

ほか 2 ス スと生活 との関わりに関する ( そ
の 2) ・ にお る応 仮設住宅居住者を として
日 建築 1 1 、

ほか 3 住宅居住者の意 ・ の
住宅にお る居住実 に関する 　その 4 日 建築

1 123 123 1 、 ほか 1 「
住宅の住まいと に関する 」日 建築

1 1 1 1 、 ほか 1 「
住宅にお る居住者の生活 に関する 」日 建築

1 1241 1242 2 、高 子ほか
2 「応 仮設住宅と 住宅にお る の実 と居住

に関する 」日 建築 1 1 13
1 14 2 、 人ほか 「応 仮設住宅にお る「 」の
発生実 とその 」日 建築 計画 ( 4) 1 1
1 23 2 1

2） ほか 「 日 の住宅 に関する 者
の実 ・意 化」日 建築 計画 　 ( ) 4 1 4
2 14 2 、 ほか 「 日 にお る 者の住宅事
」日 建築 計画 　 ( ) 21 21 4 2 12 、
3） ・ 野 「 の 賃 り上 仮設住宅で

の 者の入居 スと居住実 」日 建築 計画 　
( ) 14 1 14 2 14 、 野 「 の応 仮設住宅

としての 賃 住宅の り上 にお る入居の実 」日 建築
計画 　 ( ) 1 1 2 13

4） 子ほか「仮設住宅にお る高齢者の 化 に関す
る 　その 高齢者の と 活 に して 」
日 建築 住宅 2 34 2 13 12
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